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１章 基準適合性





第３８条 燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するた

めの設備

1. 概要

 燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するための設

備は，燃料貯蔵プール等の冷却機能若しくは注水機能喪失時，

又は燃料貯蔵プール等の小規模漏えい発生時に使用する設備，

燃料貯蔵プール等からの水の漏えい抑制に使用する設備，臨界

を防止するための設備，燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏

えい発生時に使用する設備及び重大事故時における燃料貯蔵

プール等の監視に使用する設備で構成する。 



２．設計方針 

２．１ 燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するための

設備 

(１ ) 燃料貯蔵プール等の冷却機能若しくは注水機能喪失時，

又は燃料貯蔵プール等の小規模漏えい発生時に使用する

設備

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の使用済燃料の貯

蔵施設の使用済燃料貯蔵設備のプール水浄化・冷却設備の

プール水冷却系（以下「プール水冷却系」という。）又はそ

の他再処理設備の附属施設の冷却水設備の安全冷却水系

（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用）（以下「安全冷

却水系」という。）の冷却機能喪失若しくは使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵施設の使用済燃料の貯蔵施設の使用済燃

料貯蔵設備の補給水設備（以下「補給水設備」という。）の

注水機能喪失又は燃料貯蔵プール等の水の小規模な漏えい

が発生し，燃料貯蔵プール等の水位低下に対して，燃料貯

蔵プール等内の使用済燃料を冷却し，放射線を遮蔽し，及

び臨界を防止するため，燃料貯蔵プール等への注水に使用

する設備の可搬型中型移送ポンプにより燃料貯蔵プール等

へ注水する。 

燃料貯蔵プール等の冷却機能若しくは注水機能喪失時，

又は燃料貯蔵プール等の小規模漏えい発生時に使用する設

備は以下のａ．からe．で構成する。 



ａ．燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備

 燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備は，安全冷却水

系の冷却機能若しくは注水機能の喪失又は燃料貯蔵プール

等の水の小規模な漏えいが発生した場合において，燃料貯蔵

プール等内の使用済燃料を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨

界を防止するため，可搬型重大事故等対処設備の可搬型中型

移送ポンプ，可搬型中型移送ポンプ運搬車，ホース展張車，

運搬車，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースで構成し，

可搬型中型移送ポンプにより，常設重大事故等対処設備の第

1 貯水槽の水を可搬型建屋外ホース及び可搬型建屋内ホー

スにより燃料貯蔵プール等へ注水することで，燃料貯蔵プー

ル等の水位を維持できる設計とする。

燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備の系統概要図

を第１図に示す。

主要な設備は以下のとおりである。

・可搬型中移送ポンプ

・可搬型中型移送ポンプ運搬車

・可搬型建屋外ホース

・可搬型建屋内ホース

・ホース展張車

・運搬車

ｂ．貯水槽を水源とした場合に使用する設備

燃料貯蔵プール等への注水において，水源として使用す

るため，常設重大事故等対処設備の第 1 貯水槽を設置する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。



・第 1 貯水槽

ｃ．計装設備の重大事故等対処計装設備

重大事故等対処計装設備は，重大事故等が発生し，計測

機器（非常用のものも含む）の直流電源の喪失その他の故

障により，当該重大事故等に対処するために監視すること

が必要な情報を把握することが困難となった場合において，

可搬型の計測計器により重大事故等の対処に有効な情報を

計測できる設計とする。 

主要な設備は，以下のとおりとする。

・可搬型代替注水設備流量計

ｄ．電源設備の燃料補給設備

燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備のうち，可搬型

中型移送ポンプ，可搬型中型移送ポンプ運搬車，ホース展張

車及び運搬車は，軽油を燃料として使用する。 

可搬型中型移送ポンプ運搬車，ホース展張車及び運搬車で

使用する軽油は，常設重大事故等対処設備の軽油貯蔵タンク

の近傍で補給できる設計とする。 

また，可搬型中型移送ポンプで使用する軽油は，可搬型重

大事故等対処設備の軽油用タンク ローリにより移送できる

設計とする。

主要な設備は，以下のとおりとする。

・軽油貯蔵タンク

・軽油用タンク ローリ



 

(２ ) 燃料貯蔵プール等からの水の漏えいを抑制するための設

備 

燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するための

設備のうち，燃料貯蔵プール等に接続するプール水冷却系の

配管の破損において，サイフォン効果の継続を防止すること

で漏えいを停止するための設備として，サイフォン ブレー

カを設ける。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

・サイフォン ブレーカ孔 

また，燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処する

ための設備のうち，スロッシングによるプール水の漏えいを

抑制するための設備として，燃料貯蔵プール等の周辺に設置

する止水板又は蓋を漏えい抑制設備として位置づける。 

蓋についてはスロッシングの評価においてプール水の漏

えいの抑制を期待していない。一方，地震起因重大事故時機

能維持設計とする燃料貯蔵プール等周辺に設置する止水板

は，ボルトで支持され，板厚１．２mm 以上とすることでス

ロッシングによる強度確保を行う。なお，止水板の高さは

0.9ｍとする。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

・燃料貯蔵プール等の周辺に設置する止水板又は蓋 

 

(３ ) 燃料貯蔵プール等において臨界を防止するための設備 

燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するための

設備のうち，臨界を防止するための設備として，燃料仮置き



ラック，燃料貯蔵ラック及びバスケット仮置き架台（実入り

用）を臨界防止設備として位置づける。

燃料仮置きラック，燃料貯蔵ラック及びバスケット仮置き

架台（実入り用）は，地震起因重大事故時機能維持設計とし，

ラック形状を維持することにより臨界を防止できる設計と

する。

主要な設備は，以下のとおりとする。

・燃料仮置きラック

・燃料貯蔵ラック

・バスケット仮置き架台（実入り用）

(４ ) 燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏えい発生時に使用

する設備

燃料貯蔵プール等からの大規模な水の漏えいその他の要

因による燃料貯蔵プール等の水位の異常な低下に対して，

使用済燃料の著しい損傷の緩和及び放射性物質の大気中へ

の著しい放出による影響を緩和し，臨界を防止するため，

燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設備の大型移送

ポンプ車により燃料貯蔵プール等へスプレイする。 

燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏えい発生時に使用

する設備は以下のａ．からｄ．で構成する。 

ａ．燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設備

 燃料貯蔵プール等からの大規模な水の漏えいその他の要

因により燃料貯蔵プール等の水位が異常に低下した場合に

おいて，燃料貯蔵プール等にスプレイすることにより，使用



 

済燃料の著しい損傷の緩和及び放射性物質の大気中への著

しい放出による影響を緩和し，臨界を防止するため，可搬型

重大事故等対処設備の大型移送ポンプ車，ホース展張車，運

搬車，可搬型建屋外ホース及び可搬型建屋内ホース，可搬型

スプレイ ヘッダで構成し，大型移送ポンプ車により，常設

重大事故等対処設備の第 1 貯水槽の水を可搬型建屋外ホー

ス及び可搬型建屋内ホースにより移送し，可搬型スプレイ 

ヘッダにより燃料貯蔵プール等へスプレイすることで，使用

済燃料の著しい損傷の緩和及び放射性物質の大気中への著

しい放出による影響を緩和できる設計とする。 

   貯水槽から燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設

備の系統概要図を第２図に示す。 

   主要な設備は以下のとおりとする。 

   ・大型移送ポンプ車 

   ・可搬型建屋外ホース 

   ・可搬型建屋内ホース 

   ・可搬型スプレイ ヘッダ 

・ホース展張車 

   ・運搬車 

ｂ．貯水槽を水源とした場合に使用する設備 

燃料貯蔵プール等へのスプレイにおいて，水源として使用

するため，常設重大事故等対処設備の第 1 貯水槽を設置する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

・第 1 貯水槽 

 



ｃ．計装設備の重大事故等対処計装設備

重大事故等対処計装設備は，重大事故等が発生し，計測

機器（非常用のものも含む）の直流電源の喪失その他の故

障により，当該重大事故等に対処するために監視すること

が必要な情報を把握することが困難となった場合において，

可搬型の計測計器により重大事故等の対処に有効な情報を

計測できる設計とする。 

主要な設備は，以下のとおりとする。

・可搬型スプレイ設備流量計

ｄ．電源設備の燃料補給設備

燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設備のうち，大

型移送ポンプ車，ホース展張車及び運搬車は軽油を燃料とし

て使用する。大型移送ポンプ車，ホース展張車，運搬車で使

用する軽油は，燃料補給設備の軽油貯蔵タンクの近傍で補給

できる設計とする。また，大型移送ポンプ車で使用する軽油

は，燃料補給設備の軽油用タンク ローリにより移送できる

設計とする。 

主要な設備は，以下のとおりとする。

・軽油貯蔵タンク

・軽油用タンク ローリ

(５ ) 燃料貯蔵プール等の監視に使用する設備

重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものも含む）の

直流電源の喪失その他の故障により，燃料貯蔵プール等の状

態を把握することが困難となった場合に対して，可搬型の計



 

測計器により燃料貯蔵プール等の水位，水温，空間線量率に

ついて，重大事故等により変動する可能性のある範囲におい

て計測する。 

 ａ．燃料貯蔵プール等の状態監視に使用する設備 

重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものも含む）の

直流電源の喪失その他の故障により，燃料貯蔵プール等の状

態を把握することが困難となった場合において，可搬型の計

測計器により燃料貯蔵プール等の水位，水温，空間線量率に

ついて，重大事故等により変動する可能性のある範囲におい

て計測できる設計とする。燃料貯蔵プール等の状態監視とし

て，可搬型水位計（超音波式），可搬型水位計（メジャー），

ガンマ線用サーベイ メータ，可搬型水温計，可搬型燃料貯

蔵プール水位計，可搬型燃料貯蔵プール温度計，可搬型燃料

貯蔵プール水位計（広域），可搬型燃料貯蔵プール空間線量

率計，可搬型燃料貯蔵プール状態監視カメラ，可搬型空冷ユ

ニット用空気圧縮機，可搬型空冷ユニット（以下「監視設備」

という。）を使用する。 

なお，可搬型水位計（超音波式），可搬型水位計（メジャ

ー），ガンマ線用サーベイ メータ，可搬型水温計は，可搬型

燃料貯蔵プール水位計，可搬型燃料貯蔵プール温度計，可搬

型燃料貯蔵プール水位計（広域），可搬型燃料貯蔵プール空

間線量率計，可搬型燃料貯蔵プール状態監視カメラ，可搬型

空冷ユニット用空気圧縮機，可搬型空冷ユニットを配備する

間，燃料貯蔵プール等の監視に使用する。 



 また，水温上昇に伴い使用済燃料受入れ・貯蔵建屋内の温

度が上昇した場合においても，水位，水温並びに空間線量率

及び燃料貯蔵プール等の状態監視が継続できるよう，可搬型

空冷ユニット，可搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯

蔵プール状態監視カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プー

ル空間線量率計用冷却ケース及び可搬型空冷ユニット用空

気圧縮機を使用し，監視設備に冷却空気を可搬型燃料貯蔵プ

ール状態監視カメラ及び可搬型燃料貯蔵プール空間線量率

計へ供給し保護する。 

可搬型水位計（超音波式），可搬型水位計（メジャー），ガ

ンマ線用サーベイ メータ，可搬型水温計，可搬型燃料貯蔵

プール水位計，可搬型燃料貯蔵プール温度計，可搬型燃料貯

蔵プール水位計（広域）及び可搬型燃料貯蔵プール空間線量

率計は，重大事故等により変動する可能性のある範囲にわた

り測定可能な設計とする。監視設備の計測範囲を第２表に示

す。 

 可搬型燃料貯蔵プール状態監視カメラは，燃料貯蔵プール

等の状態を監視できる設計とする。 

主要な設備は以下のとおりである。

・可搬型水位計（超音波式）

・可搬型水位計（メジャー）

・可搬型水温計

・ガンマ線用サーベイ メータ

・可搬型燃料貯蔵プール水位計

・可搬型燃料貯蔵プール温度計



 

   ・可搬型燃料貯蔵プール状態監視カメラ 

   ・可搬型燃料貯蔵プール水位計（広域） 

   ・可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計 

   ・可搬型空冷ユニット 

   ・可搬型空冷ユニット用ホース 

   ・可搬型燃料貯蔵プール状態監視カメラ用冷却ケース 

   ・可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計用冷却ケース 

   ・可搬型空冷ユニット用空気圧縮機 

・運搬車 

   ・ホイール ローダ 

 ｂ．電源設備 

電源設備は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型

発電機，可搬型電源ケーブルで構成する。電源設備は，燃料

貯蔵プール等の監視に使用する設備のうち，可搬型燃料貯蔵

プール水位計，可搬型燃料貯蔵プール温度計，可搬型燃料貯

蔵プール状態監視カメラ，可搬型燃料貯蔵プール水位計（広

域），可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計，可搬型空冷ユニ

ット，可搬型空冷ユニット用空気圧縮機へ給電する。 

   使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機は，軽

油を燃料として使用する。使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設可搬型発電機で使用する軽油は，燃料補給設備の軽油用

タンク ローリにより移送できる設計とする。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 

・軽油貯蔵タンク 



・軽油用タンク ローリ



２．２ 多様性，位置的分散

基本方針については，「第 33条 重大事故等対処設備」の「2.1

多様性，位置的分散，悪影響防止等」に示す。

(１ ) 燃料貯蔵プール等の冷却機能若しくは注水機能喪失時，

又は燃料貯蔵プール等の小規模漏えい発生時に使用する設

備 

ａ．燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備

(a) 常設重大事故等対処設備 

第 1 貯水槽の多様性，位置的分散については，「第 41 条 重

大事故への対処に必要となる水の供給設備」に記載する。

軽油貯蔵タンクの多様性，位置的分散については，「第 42

条電源設備」に記載する。 

 (ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備

可搬型建屋内ホースは，位置的分散を考慮した外部保管エ

リアに保管する。

可搬型中型移送ポンプは，補給水設備と共通要因によって

同時に機能を損なわないよう，異なる動作原理であるディー

ゼル駆動とすることで，補給水設備に対して多様性を有する

設計とする。 

可搬型中型移送ポンプは，補給水設備を設置する建屋から

離れた外部保管エリアに保管することで，建屋に設置する補

給水設備と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，

位置的分散を図る設計とする。 

可搬型中型移送ポンプ運搬車は，補給水設備を設置する建

屋から離れた外部保管エリアに保管することで，建屋に設置



 

する補給水設備と共通要因によって同時に機能を損なわな

いよう，位置的分散を図る設計とする。 

ホース展張車は，補給水設備を設置する建屋から離れた外

部保管エリアに保管することで，建屋に設置する補給水設備

と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，位置的分

散を図る設計とする。 

運搬車は，補給水設備を設置する建屋から離れた外部保管

エリアに保管することで，建屋に設置する補給水設備と共通

要因によって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図

る設計とする。 

可搬型建屋外ホースは，補給水設備を設置する建屋から離

れた外部保管エリアに保管することで，建屋に設置する補給

水設備と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，位

置的分散を図る設計とする。 

可搬型代替注水設備流量計の多様性，位置的分散について

は，「第43条  計装設備」に記載する。 

軽油用タンク  ローリの多様性，位置的分散については，

「第 42 条 電源設備」に記載する。 

 

 (２ )  燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏えい発生時に使

用する設備 

ａ．燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設備 

 (a ) 常設重大事故等対処設備 

第 1 貯水槽の多様性，位置的分散については，「第 41 条 重

大事故への対処に必要となる水の供給設備」に記載する。  



 

軽油貯蔵タンクの多様性，位置的分散については，「第 42

条電源設備」に記載する。 

 (ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備 

可搬型建屋内ホース及び可搬型スプレイ ヘッダは，位置

的分散を考慮した外部保管エリアに保管する。 

大型移送ポンプ車は，補給水設備と共通要因によって同時

に機能を損なわないよう，異なる動作原理であるディーゼル

駆動とすることで補給水設備に対して多様性を有する設計

とする。 

大型移送ポンプ車は，補給水設備を設置する建屋から離れ

た外部保管エリアに保管することで，建屋に設置する補給水

設備と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，位置

的分散を図る設計とする。 

可搬型建屋外ホースは，補給水設備を設置する建屋から離

れた外部保管エリアに保管することで，建屋に設置する補給

水設備と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，位

置的分散を図る設計とする。 

ホース展張車は，補給水設備を設置する建屋から離れた外

部保管エリアに保管することで，建屋に設置する補給水設備

と共通要因によって同時に機能を損なわないよう，位置的分

散を図る設計とする。 

運搬車は，補給水設備を設置する建屋から離れた外部保管

エリアに保管することで，建屋に設置する補給水設備と共通

要因によって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図

る設計とする。 



可搬型スプレイ設備流量計の多様性，位置的分散について

は，「第43条  計装設備」に記載する。

軽油用タンク  ローリの多様性，位置的分散については，

「第 42 条 電源設備」に記載する。

(３ ) 燃料貯蔵プール等の監視に使用する設備

ａ．常設重大事故等対処設備

軽油貯蔵タンクの多様性，位置的分散については，「 42

条電源設備」に記載する。 

ｂ．可搬型重大事故等対処設備

ガンマ線用サーベイ メータは，使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋内に保管するとともに，位置的分散を考慮して制御建屋

及び外部保管エリアにも保管する。 

可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計は，位置的分散を考慮

した外部保管エリアに分散して保管する。 

可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計，可搬型燃料貯蔵プー

ル温度計，可搬型燃料貯蔵プール水位計（広域），可搬型燃

料貯蔵プール状態監視カメラ，可搬型空冷ユニット及び可搬

型空冷ユニット用空気圧縮機の電源は，設計基準の電源と共

通要因によって同時に機能を損なわないよう，設計基準の電

源と異なる可搬型発電機からの給電とすることで，設計基準

の電源に対して多様性を有する設計とする。 

運搬車は，補給水設備を設置する建屋から離れた外部保管

エリアに保管することで，建屋に設置する補給水設備と共通

要因によって同時に機能を損なわないよう，位置的分散を図



 

る設計とする。 

可搬型水位計（超音波式），可搬型水位計（メジャー），可

搬型水温計，可搬型燃料貯蔵プール水位計，可搬型燃料貯蔵

プール温度計，可搬型燃料貯蔵プール水位計（広域），可搬

型燃料貯蔵プール状態監視カメラ，可搬型空冷ユニット，可

搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状態監視

カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計用

冷却ケース及び可搬型空冷ユニット用空気圧縮機の多様性，

位置的分散については，「第 43 条  計装設備」に記載する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機及び

軽油用タンク ローリの多様性，位置的分散については，「第

42 条  電気設備」に記載する。 

ホイールローダの多様性，位置的分散については，「第33

条 重大事故等対処設備」に記載する。 

  



 

２．３ 悪影響防止 

  基本方針については，「第 33 条 重大事故等対処設備」の

「2.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」に示す。 

 (１ ) 燃料貯蔵プール等の冷却機能若しくは注水機能喪失時，

又は燃料貯蔵プール等の小規模漏えい発生時に使用する設

備 

 ａ．燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備 

 (a ) 常設重大事故等対処設備  

第 1 貯水槽の悪影響防止については，「第 41 条 重大事故

への対処に必要となる水の供給設備」に記載する。  

軽油貯蔵タンクの悪影響防止については，「第 42 条 電源

設備」に記載する。 

 (ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備 

可搬型建屋内ホースは，通常時使用することなく重大事故

等対処設備として独立した系統構成とすることで，他の設備

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

建屋内で発生する水蒸気が建屋外の設備に影響を及ぼす

ことはないが，建屋近傍作業への影響を考慮し，建屋と屋外

の境界付近を目張り等により閉鎖する措置を講じる。 

可搬型中型移送ポンプは，通常時使用することなく重大事

故等対処設備として独立した系統構成とすることで，他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

中型移送ポンプ運搬車は，他の設備から独立して単独で使

用可能なことにより他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 



中型移送ポンプ運搬車は，輪留め又は車両転倒防止装置に

よる固定等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

ホース展張車は，他の設備から独立して単独で使用可能な

ことにより他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。

ホース展張車は，輪留め又は車両転倒防止装置による固定

等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

運搬車は，他の設備から独立して単独で使用可能なことに

より他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

運搬車は，輪留め又は車両転倒防止装置による固定等をす

ることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

軽油用タンク ローリの悪影響防止については，「第 42 条

電源設備」に記載する。 

(２ )  燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏えい発生時に使

用する設備 

ａ．燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設備

(a) 常設重大事故等対処設備

貯水槽の悪影響防止については，「第 41 条 重大事故への

対処に必要となる水の供給設備」に記載する。

軽油貯蔵タンクの悪影響防止については，「第 42 条 電源

設備」に記載する。 

 (ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備

可搬型建屋内ホース及び可搬型スプレイ ヘッダは，通常

時使用することなく重大事故等対処設備として独立した系



 

統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 

建屋内で発生する水蒸気が建屋外の設備に影響を及ぼす

ことはないが，建屋近傍作業への影響を考慮し，建屋と屋外

の境界付近を目張り等により閉鎖する措置を講じる。 

大型移送ポンプ車は，通常時使用することなく重大事故等

対処設備として独立した系統構成とすることで，他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。 

大型移送ポンプ車は，輪留め又は車両転倒防止装置による

固定等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 

ホース展張車は，他の設備から独立して単独で使用可能な

ことにより他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

ホース展張車は，輪留め又は車両転倒防止装置による固定

等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

運搬車は，他の設備から独立して単独で使用可能なことに

より他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

運搬車は，輪留め又は車両転倒防止装置による固定等をす

ることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

   可搬型スプレイ設備流量計の悪影響防止については，「第

43条  計装設備」に記載する。 

軽油用タンク ローリの悪影響防止については，「第 42 条 

電源設備」に記載する。 

 

 



(３ ) 燃料貯蔵プール等の監視に使用する設備

ａ．常設重大事故等対処設備

軽油貯蔵タンクの悪影響防止については，「第 42 条 電源

設備」に記載する。 

ｂ．可搬型重大事故等対処設備

ガンマ線用サーベイ メータ及び可搬型燃料貯蔵プール空

間線量率計は，通常時使用することなく重大事故等対処設備

として独立した系統構成とすることで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

運搬車は，他の設備から独立して単独で使用可能なことに

より他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

運搬車は，輪留め又は車両転倒防止装置による固定等をす

ることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型水位計（超音波式），可搬型水位計（メジャー），可

搬型水温計，可搬型燃料貯蔵プール水位計，可搬型燃料貯蔵

プール温度計，可搬型燃料貯蔵プール水位計（広域），可搬

型燃料貯蔵プール状態監視カメラ，可搬型空冷ユニット，可

搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状態監視

カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計用

冷却ケース及び可搬型空冷ユニット用空気圧縮機の悪影響

防止については，「第 43 条  計装設備」に記載する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機の悪

影響防止については，「第 42 条  電気設備」に記載する。

軽油用タンク ローリの悪影響防止については，「第 42 条

電源設備」に記載する。 



ホイールローダの悪影響防止については，「第33条 重大

事故等対処設備」に記載する。



２．４ 容量等

基本方針については，「第 33 条 重大事故等対処設備」の

「2.2 容量等」に示す。 

(１ ) 燃料貯蔵プール等の冷却機能若しくは注水機能喪失時，

又は燃料貯蔵プール等の小規模漏えい発生時に使用する設

備 

ａ．燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備

(a) 常設重大事故等対処設備 

貯水槽の容量等については，「第 41 条 重大事故への対処

に必要となる水の供給設備」に記載する。

軽油貯蔵タンクの容量等については，「第 42 条 電源設備」

に記載する。 

(ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，燃料貯蔵

プール等の冷却等の機能喪失への対処に必要となる流量の

水を供給できる口径を有する設計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースの口径は，呼

称150である。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，燃料貯蔵

プール等の冷却等の機能喪失への対処に必要な数量を有す

る設計とする。また，故障時バックアップとして予備を必要

数以上確保する。 

 可搬型中型移送ポンプは，想定される重大事故等（冷却機

能の喪失による蒸発乾固及び使用済燃料貯蔵槽の冷却等）へ

の対処に必要となる十分な量の水の供給が可能な容量を有



 

する設計とする。 

可搬型中型移送ポンプは，対処に必要な数量１台に加え，

故障時バックアップとして１台，保守点検時の待機除外バッ

クアップを１台確保する。 

可搬型中型移送ポンプ運搬車は，重大事故等への対処に必

要となる可搬型中型移送ポンプを運搬できる設計とする。 

可搬型中型移送ポンプ運搬車の保有数は，対処に必要な数

量１台に加え，故障時バックアップを１台，保守点検時の待

機除外バックアップを１台確保する。 

ホース展張車は，重大事故等への対処に必要となる可搬型

建屋外ホースを運搬できる設計とする。 

ホース展張車は，対処に必要な数量１台に加え，故障時バ

ックアップを１台，保守点検時の待機除外バックアップを１

台確保する。 

運搬車は，重大事故等への対処に必要となる可搬型重大事

故等対処設備を運搬できる設計とする。 

運搬車は，対処に必要な数量１台に加え，故障時バックア

ップを１台，保守点検時の待機除外バックアップを１台確保

する。 

   可搬型代替注水設備流量計の容量等については，「第43条 

計装設備」に記載する。 

軽油用タンク ローリの容量等については，「第 42 条 電

源設備」に記載する。 

 



 

 (２ ) 燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏えい発生時に使用

する設備 

ａ．燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設備 

 (a ) 常設重大事故等対処設備 

貯水槽の容量等については，「第 41 条 重大事故への対処

に必要となる水の供給設備」に記載する。  

軽油貯蔵タンクの容量等については，「第 42 条 電源設備」

に記載する。 

 (ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備   

可搬型建屋内ホース及び可搬型スプレイ ヘッダは，燃料

貯蔵プール等の冷却等の機能喪失への対処に必要となる流

量の水を供給できる口径を有する設計とする。 

可搬型建屋内ホースの口径は，呼称150及び呼称65である。 

また，可搬型スプレイ ヘッダは，呼称65である。 

大型移送ポンプ車は，想定される重大事故等（使用済燃料

貯蔵槽の冷却等）への対処に必要となる十分な量の水の供給

が可能な容量を有するとともに工場等外への放射性物質等

の放出を抑制する対処に必要となる水の供給も可能な容量

を有する設計とする。 

大型移送ポンプ車は，対処に必要な数量１台に加え，故障

時バックアップを１台，保守点検時の待機除外バックアップ

を１台確保する。 

可搬型建屋外ホースは,使用済燃料の著しい損傷の進行を

緩和するために必要となる流量の水を供給できる口径を有

する設計とする。 



可搬型建屋外ホースの口径は，呼び径300，呼称150である。 

ホース展張車は，重大事故等への対処に必要となる可搬型

建屋外ホースを運搬できる設計とする。

ホース展張車は，対処に必要な数量１台に加え，故障時バ

ックアップを１台，保守点検時の待機除外バックアップを１

台確保する。 

運搬車は，重大事故等への対処に必要となる可搬型重大事

故等対処設備を運搬できる設計とする。 

運搬車は，再処理施設の重大事故等及びＭＯＸ燃料加工施

設の重大事故等の対処に同時に必要となる台数を確保し，両

施設における重大事故等対処に影響を与えない設計とする。 

運搬車は，対処に必要な数量１台に加え，故障時バックア

ップを１台，保守点検時の待機除外バックアップを１台確保

する。 

可搬型スプレイ設備流量計の容量等については，「第43条

計装設備」に記載する。

軽油用タンク ローリの容量等については，「第 42 条 電

源設備」に記載する。 

(３ ) 燃料貯蔵プール等の監視に使用する設備

ａ．常設重大事故等対処設備

軽油貯蔵タンクの容量等については，「第 42 条 電源設備」

に記載する。 

ｂ．可搬型重大事故等対処設備



 

ガンマ線用サーベイ メータ及び可搬型燃料貯蔵プール空

間線量率計は，想定される放射線量を計測できる設計とする。 

運搬車は，重大事故等への対処に必要となる可搬型重大事

故等対処設備を運搬できる設計とする。 

運搬車は，対処に必要な数量１台に加え，故障時バックア

ップを１台，保守点検時の待機除外バックアップを１台確保

する。 

可搬型水位計（超音波式），可搬型水位計（メジャー），可

搬型水温計，可搬型燃料貯蔵プール水位計，可搬型燃料貯蔵

プール温度計，可搬型燃料貯蔵プール水位計（広域），可搬

型燃料貯蔵プール状態監視カメラ，可搬型空冷ユニット，可

搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状態監視

カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計用

冷却ケース及び可搬型空冷ユニット用空気圧縮機の容量等

については，「第 43 条 計装設備」に記載する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機の容

量等については，「第 42 条  電気設備」に記載する。 

軽油用タンク ローリの容量等については，「第 42 条 電

源設備」に記載する。 

ホイールローダの容量等については，「第33条  重大事故

等対処設備」に記載する。 

 

 

 

 



 

２．５ 環境条件等  

  基本方針については，「第 33 条：重大事故等対処設備」の「2.3 

環境条件等」に示す。 

 (１ ) 燃料貯蔵プール等の冷却機能若しくは注水機能喪失時，

又は燃料貯蔵プール等の小規模漏えい発生時に使用する設

備 

ａ．燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備 

 (a ) 常設重大事故等対処設備 

貯水槽の環境条件等については，「第 41 条 重大事故への

対処に必要となる水の供給設備」に記載する。  

軽油貯蔵タンクの環境条件等については，「第 42 条 電源

設備」に記載する。 

 (ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備 

可搬型建屋内ホースは，外部保管エリアに保管し，及び使

用済燃料受入れ・貯蔵建屋内で使用し，想定される重大事故

等時における環境条件を考慮した設計とする。環境条件とし

ては，重大事故等への対処を行う場所の温度，湿度及び放射

線を考慮する。 

可搬型建屋内ホースの操作は，想定される重大事故等時に

おいて，使用場所で操作可能な設計とする。 

可搬型中型移送ポンプは，外部保管エリアに保管し，及び

屋外で使用し，想定される重大事故等時における環境条件等

を考慮した設計とする。 

可搬型中型移送ポンプの操作は，想定される重大事故等時

において，使用場所で操作可能な設計とする。 



 

外気を直接取り込む可搬型中型移送ポンプは、火山の影響

を考慮し、第１保管庫・貯水所又は第２保管庫・貯水所内に

移動し、保管庫・貯水所開口部に降下火砕物用フィルタを設

置することで使用できる設計とする。 

可搬型中型移送ポンプは，水中ポンプの取水口における魚

類，底生生物，水生植物の付着又は侵入を防止するためメッ

シュ構造とする。 

可搬型建屋外ホースは，外部保管エリアに保管し，及び屋

外で使用し，想定される重大事故等時における環境条件等を

考慮した設計とする。 

可搬型建屋外ホースの操作は，想定される重大事故等時に

おいて，使用場所で確実に操作可能な設計とする。 

可搬型建屋外ホースは，内包する水の圧力に耐えられる設

計とする。 

可搬型中型移送ポンプ運搬車は，外部保管エリアに保管し，

及び屋外で使用し，想定される重大事故等時における環境条

件等を考慮した設計とする。 

可搬型中型移送ポンプ運搬車の操作は，想定される重大事

故等時において，使用場所で操作可能な設計とする。 

ホース展張車は，外部保管エリアに保管し，及び屋外で使

用し，想定される重大事故等時における環境条件等を考慮し

た設計とする。 

ホース展張車の操作は，想定される重大事故等時において，

使用場所で操作可能な設計とする。 

運搬車は，外部保管エリアに保管し，及び屋外で使用し，



想定される重大事故等時における環境条件等を考慮した設

計とする。 

運搬車の操作は，想定される重大事故等時において，使用

場所で操作可能な設計とする。 

可搬型代替注水設備流量計の環境条件等については，「第

43 条  計装設備」に記載する。 

(２ ) 燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏えい発生時に使用

する設備 

ａ．燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設備

(a) 常設重大事故等対処設備

貯水槽の環境条件等については，「第 41 条 重大事故への

対処に必要となる水の供給設備」に記載する。

軽油貯蔵タンクの環境条件等については，「第 42 条 電源

設備」に記載する。 

(ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備

可搬型建屋内ホース及び可搬型スプレイ ヘッダは，外部

保管エリアに保管し，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋内で設置

し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設

計とする。環境条件としては，重大事故等への対処を行う場

所の温度，湿度及び放射線を考慮する。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型スプレイ ヘッダの操作は，

想定される重大事故等時において，使用場所で可能な設計と

する。 

大型移送ポンプ車は，外部保管エリアに保管し，及び屋外



で使用し，想定される重大事故等時における環境条件等を考

慮した設計とする。 

大型移送ポンプ車の操作は，想定される重大事故等時にお

いて，使用場所で操作可能な設計とする。 

大型移送ポンプ車は，水中ポンプの取水口における魚類，

底生生物，水生植物の付着又は侵入を防止するためメッシュ

構造とする。 

可搬型中型移送ポンプは，外部保管エリアに保管し，及び

屋外で使用し，想定される重大事故等時における環境条件等

を考慮した設計とする。 

ホース展張車は，外部保管エリアに保管し，及び屋外で使

用し，想定される重大事故等時における環境条件等を考慮し

た設計とする。 

ホース展張車の操作は，想定される重大事故等時において，

使用場所で操作可能な設計とする。

運搬車は，外部保管エリアに保管し，及び屋外で使用し，

想定される重大事故等時における環境条件等を考慮した設

計とする。 

運搬車の操作は，想定される重大事故等時において，使用

場所で操作可能な設計とする。 

可搬型建屋外ホースは，外部保管エリアに保管し，及び屋

外で使用し，想定される重大事故等時における環境条件等を

考慮した設計とする。 

可搬型建屋外ホースの操作は，想定される重大事故等時に

おいて，使用場所で操作可能な設計とする。 



 

可搬型建屋外ホースは，内包する水の圧力に耐えられる設

計とする。 

   可搬型スプレイ設備流量計の環境条件等については，「第

43条  計装設備」に記載する。 

軽油用タンク ローリの環境条件等については，「第 42 条 

電源設備」に記載する。 

 

(３ ) 燃料貯蔵プール等の監視に使用する設備 

ａ．可搬型重大事故等対処設備 

ガンマ線用サーベイ メータは，使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋内及び外部保管エリアに保管及び建屋内で使用し，想定

される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とす

る。環境条件としては，重大事故等への対処を行う場所の温

度，湿度及び放射線を考慮する。 

ガンマ線用サーベイ メータの操作は，想定される重大事

故等時において，使用場所で操作可能な設計とする。 

可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計は，外部保管エリアに

保管及び建屋内で設置し，想定される重大事故等時における

環境条件を考慮した設計とする。環境条件としては，重大事

故等への対処を行う場所の温度，湿度及び放射線を考慮する。 

可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計の操作は，想定される

重大事故等時において，使用場所で操作可能な設計とする。 

運搬車は，外部保管エリアに保管し，及び屋外で使用し，

想定される重大事故等時における環境条件等を考慮した設

計とする。 



 

運搬車の操作は，想定される重大事故等時において，使用

場所で操作可能な設計とする。 

可搬型水位計（超音波式），可搬型水位計（メジャー），可

搬型水温計，可搬型燃料貯蔵プール水位計，可搬型燃料貯蔵

プール温度計，可搬型燃料貯蔵プール水位計（広域），可搬

型燃料貯蔵プール状態監視カメラ，可搬型空冷ユニット，可

搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状態監視

カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計用

冷却ケース及び可搬型空冷ユニット用空気圧縮機の環境条

件等については，「第 43 条  計装設備」に記載する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機及び

軽油用タンク ローリの環境条件等については，「第 42 条 電

気設備」に記載する。 

ホイールローダの容量等については，「第33条  重大事故

等対処設備」に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．６ 操作性の確保

基本方針については，「第 33 条 重大事故等対処設備」の

「2.4 操作性及び試験・検査性」に示す。 

(１ ) 燃料貯蔵プール等の冷却機能若しくは注水機能喪失時，

又は燃料貯蔵プール等の小規模漏えい発生時に使用する設

備 

ａ．燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備

(a) 常設重大事故等対処設備 

第１貯水槽の操作性の確保については，「第 41 条 重大事

故への対処に必要となる水の供給設備」に記載する。

軽油貯蔵タンクの操作性の確保については，「第 42 条 電

源設備」に記載する。 

(ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備

可搬型建屋内ホースの接続は，簡便な接続とし，確実に接

続できる設計とする。また，可搬型建屋内ホースは，可能な

限り接続方式及び口径を統一する設計とする。 

可搬型建屋内ホースは，対応要員が携行して屋外・屋内の

アクセスルートを通行できる設計とする。

可搬型中型移送ポンプは，重大事故等時において，通常時

の隔離又は分離された状態から弁の操作や接続により速や

かに系統構成が可能な設計とする。 

可搬型中型移送ポンプは，可能な限り接続方式及び口径を

統一することにより，確実に接続することができる設計とす

る。 



可搬型中型移送ポンプは，安全機能を有する施設として兼

用しないため，想定される重大事故等時に切り替えることな

く使用できる設計とする。 

可搬型中型移送ポンプは，可搬型中型移送ポンプ運搬車に

積載し車両として屋外のアクセスルートを通行してアクセ

ス可能な設計とするとともに，設置場所にて輪留め等による

固定等が可能な設計とする。

可搬型中型移送ポンプ運搬車は，付属の操作スイッチによ

り，使用場所での操作が可能な設計とする。 

可搬型中型移送ポンプ運搬車は，安全機能を有する施設と

して兼用しないため，想定される重大事故等時に切り替える

ことなく使用できる設計とする。 

可搬型中型移送ポンプ運搬車は，可搬型中型移送ポンプ等

を積載し車両として屋外のアクセスルートを通行してアク

セス可能な設計とする。

ホース展張車は，付属の操作スイッチにより，使用場所で

の操作が可能な設計とする。

ホース展張車は，安全機能を有する施設として兼用しない

ため，想定される重大事故等時に切り替えることなく使用で

きる設計とする。 

ホース展張車は，可搬型建屋外ホース等を積載し車両とし

て屋外のアクセスルートを通行してアクセス可能な設計と

する。 

運搬車は，付属の操作スイッチにより，使用場所での操作

が可能な設計とする。 



運搬車は，安全機能を有する施設として兼用しないため，

想定される重大事故等時に切り替えることなく使用できる

設計とする。 

運搬車は，可搬型建屋外ホース等を積載し車両として屋外

のアクセスルートを通行してアクセス可能な設計とする。 

可搬型建屋外ホースは，可能な限り接続方式及び口径を統

一することにより，確実に接続することができる設計とする。 

可搬型建屋外ホースは，安全機能を有する施設として兼用

しないため，想定される重大事故等時に切り替えることなく

使用できる設計とする。 

可搬型建屋外ホースは，ホース展張車及び運搬車に積載す

ることで車両として屋外のアクセスルートを通行してアク

セス可能な設計とする。

可搬型代替注水設備流量計の操作性の確保については，

「第 43 条  計装設備」に記載する。

軽油用タンク ローリの操作性の確保については，「第 42

条 電源設備」に記載する。 

(２ ) 燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏えい発生時に使用

する設備 

ａ．燃料貯蔵プール等へのスプレイに使用する設備

(a) 常設重大事故等対処設備 

第１貯水槽の操作性の確保については，「第 41 条 重大事

故への対処に必要となる水の供給設備」に記載する。



軽油貯蔵タンクの操作性の確保については，「第 42 条 電

源設備」に記載する。 

(ｂ ) 可搬型重大事故等対処設備

可搬型建屋内ホース及び可搬型スプレイ ヘッダの接続は，

簡便な接続とし，確実に接続できる設計とする。また，可搬

型建屋内ホースは，可能な限り接続方式及び口径を統一する

設計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型スプレイ ヘッダは，対応

要員が携行して屋外・屋内のアクセスルートを通行できる設

計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型スプレイ ヘッダは，重大

事故等時において，通常時の隔離又は分離された状態から弁

の操作や接続により速やかに系統構成が可能な設計とする。 

大型移送ポンプ車は，重大事故等時において，通常時の隔

離又は分離された状態から弁の操作や接続により速やかに

系統構成が可能な設計とする。 

大型移送ポンプ車は，可能な限り接続方式及び口径を統一

することにより，確実に接続することができる設計とする。 

大型移送ポンプ車は，安全機能を有する施設として兼用し

ないため，想定される重大事故等時に切り替えることなく使

用できる設計とする。 

大型移送ポンプ車は，車両として屋外のアクセスルートを

通行してアクセス可能な設計とするとともに，設置場所にて

輪留めによる固定等が可能な設計とする。 



 

ホース展張車は，付属の操作スイッチにより，使用場所で

の操作が可能な設計とする。 

ホース展張車は，安全機能を有する施設として兼用しない

ため，想定される重大事故等時に切り替えることなく使用で

きる設計とする。 

ホース展張車は，可搬型建屋外ホース等を積載し車両とし

て屋外のアクセスルートを通行してアクセス可能な設計と

する。 

運搬車は，付属の操作スイッチにより，使用場所での操作

が可能な設計とする。 

運搬車は，安全機能を有する施設として兼用しないため，

想定される重大事故等時に切り替えることなく使用できる

設計とする。 

運搬車は，可搬型建屋外ホース等を積載し車両として屋外

のアクセスルートを通行してアクセス可能な設計とする。 

   可搬型スプレイ設備流量計の操作性の確保については，

「第43条  計装設備」に記載する。 

軽油用タンク ローリの操作性の確保については，「第 42

条 電源設備」に記載する。 

 

(３ ) 燃料貯蔵プール等の監視に使用する設備 

ａ．可搬型重大事故等対処設備 

ガンマ線用サーベイ メータは，接続することなく単独で

使用できる設計とする。 

可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計の接続は，簡便な接続



とし，確実に接続できる設計とする。また，可搬型燃料貯蔵

プール空間線量率計は，可能な限り接続方式を統一する設計

とする。 

ガンマ線用サーベイ メータ及び可搬型燃料貯蔵プール空

間線量率計は，対応要員が携行して屋外・屋内のアクセスル

ートを通行できる設計とする。 

ガンマ線用サーベイ メータ及び可搬型燃料貯蔵プール空

間線量率計は，安全機能を有する施設として兼用しないため，

想定される重大事故等時に切り替えることなく使用できる

設計とする。 

運搬車は，付属の操作スイッチにより，使用場所での操作

が可能な設計とする。 

運搬車は，安全機能を有する施設として兼用しないため，

想定される重大事故等時に切り替えることなく使用できる

設計とする。 

運搬車は，可搬型建屋外ホース等を積載し車両として屋外

のアクセスルートを通行してアクセス可能な設計とする。 

可搬型水位計（超音波式），可搬型水位計（メジャー），可

搬型水温計，可搬型燃料貯蔵プール水位計，可搬型燃料貯蔵

プール温度計，可搬型燃料貯蔵プール水位計（広域），可搬

型燃料貯蔵プール状態監視カメラ，可搬型空冷ユニット，可

搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状態監視

カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計用

冷却ケース及び可搬型空冷ユニット用空気圧縮機の操作性

の確保については，「第 43 条 計装設備」に記載する。 



使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機及び

軽油用タンク ローリの操作性の確保については，「第 42 条

電気設備」に記載する。 



２．７ 試験検査

(１ ) 燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するための

設備は，重大事故等への対処に備え，操作ができることを定

期的に確認する。 

(２ ) 常設重大事故等対処設備は，重大事故等への対処に必要

な機能を確認するため，健全性を定期的に確認する。

(３ ) 可搬型重大事故等対処設備は，保管数量及び保管状態を

定期的に確認する。



3-1

３．主要設備及び仕様

 燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するための設

備の主要設備仕様を第 38．1 表に示す。 



 

第38． 1表 燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処に用いる主要設備

の仕様 

 (１)  燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備 

 (a ) 代替補給水設備（注水） 

 (ⅰ )  可搬型重大事故等対処設備 

・可搬型建屋内ホース 

・可搬型中移送ポンプ 

・可搬型中型移送ポンプ運搬車 

・可搬型建屋外ホース 

・ホース展張車 

・運搬車 

 

 (２) 燃料貯蔵プール等からの水の漏えいを抑制するための設備 

 (a )  サイフォン ブレーカ 

 (ⅰ ) 常設重大事故等対処設備 

・ サイフォン ブレーカ孔 

・ 止水板又は蓋  

 

 (３) 燃料貯蔵プール等において臨界を防止するための設備 

 (a )  臨界防止設備 

 (ⅰ ) 常設重大事故等対処設備 

・燃料仮置きラック 

・燃料貯蔵ラック 

・バスケット仮置き架台（実入り用） 

 



 

 (４) 燃料貯蔵プール等への注水に使用する設備 

 (a )  代替補給水設備（スプレイ） 

 (ⅰ ) 可搬型重大事故等対処設備 

・可搬型建屋内ホース 

・可搬型スプレイ ヘッダ 

・大型移送ポンプ車 

・可搬型建屋外ホース 

・可搬型建屋内ホース 

・可搬型スプレイ ヘッダ 

・ホース展張車 

・運搬車 

 

 



 

第 38.２表  燃料 貯蔵プー ル等の冷 却等の機 能喪失の 対処に必 要な計装 設備  

重大事故等対処計装設備 台数 種類 把握情報 

可搬型水位計 

（超音波式）＊８ 

５台（うち２台は故障時バ

ックアップ，２台は待機除

外時バックアップ） 

乾電池式 

燃料貯蔵プール等水位 

可搬型水位計 

（メジャー）＊８ 

３台（うち１台は故障時バ

ックアップ，1 台は待機除

外時バックアップ） 

－ 

燃料貯蔵プール等水位 

可搬型水温計＊８ 

５台（うち２台は故障時バ

ックアップ，２台は待機除

外時バックアップ） 

乾電池式 

燃料貯蔵プール等温度 

可搬型燃料貯蔵プール水位計 

＊９ 

６台（うち３台は故障時バ

ックアップ，２台は待機除

外時バックアップ） 

可搬型発電機給電 燃料貯蔵プール等水位 

可搬型燃料貯蔵プール水位計

（広域）＊10 

24 台（うち 18 台は故障時

バックアップ） 

可搬型発電機給電 燃料貯蔵プール等水位 

可搬型燃料貯蔵プール温度計 

＊10 

14 台（うち８台は故障時バ

ックアップ） 

可搬型発電機給電 燃料貯蔵プール等温度 

可搬型代替注水設備流量計 ６台（うち３台は故障時バ

ックアップ，２台は待機除

外時バックアップ） 

乾電池式＊１ 代替注水設備流量 

可搬型スプレイ設備流量計 39 台（うち 14 台は故障時

バックアップ，13 台は待機

除外時バックアップ） 

乾電池式＊１ スプレイ設備流量 

可搬型燃料貯蔵プール状態監視

カメラ 

14 台（うち８台は故障時バ

ックアップ） 
可搬型発電機給電 － 



 

重大事故等対処計装設備 台数 種類 把握情報 

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト 

空冷ユニットＡ＊２ ４台（うち３台は故障時バ

ックアップ）＊７ 

可搬型発電機給電 

－ 

空冷ユニットＢ＊３ － 

空冷ユニットＣ＊４ － 

空冷ユニットＤ＊４ － 

空冷ユニットＥ＊４ － 

空冷ユニットＦ＊５ － 

空冷ユニットＧ＊６ － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（つづき ）  



 

重大事故等対処計装設備 台数 種類 把握情報 

可搬型空冷ユニット用ホース 

（５ｍ／本） 

692 本（うち 346 本は故障

時バックアップ） 
－ － 

可搬型燃料貯蔵プール状態監視

カメラ用冷却ケース 

14 基（うち８基は故障時バ

ックアップ） 
－ － 

可搬型燃料貯蔵プール空間線量

率計用冷却ケース 

４基（うち３基は故障時バ

ックアップ） 
－ － 

可搬型空冷ユニット用空気圧縮

機 

５台（うち３台は故障時バ

ックアップ，１台は待機除

外時バックアップ） 

－ － 

＊１ 中央制御室及び緊急時対策所に情報を伝送する際は電源設備の使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機より給電する。 

＊２ 専用コンテナ内に冷凍式ドライヤ，フィルタユニットを搭載する。 

＊３ 専用コンテナ内にエアー調整ユニットを搭載する。 

＊４ 専用コンテナ内に冷却装置を搭載する。 

＊５ 専用コンテナ内に可搬型燃料貯蔵プール水位計（広域）を搭載する。 

＊６ 専用コンテナ内にバルブユニットを搭載する。 

＊７ 可搬型空冷ユニットを構成する動的機器については，１台ずつ待機除外時バックアップを保管する。 

＊８ 対応要員が携行し燃料貯蔵プール等の情報を把握することから必要数１台を備える。 

＊９ 燃料貯蔵プール等が水路を介して全て繋がっている状態において代表１箇所を計測することから必要数１台を備える。 

＊10 ゲートにより燃料貯蔵プール等が隔離されている状態において燃料貯蔵プール等ごとに計測することを考慮し必要数６台を備える。 

 

（つづき ）  



 

第 38.３表  監視 設備計測 範囲  

（燃料貯 蔵プール 等の冷却 等の機能 喪失の対 処に必要 な計装設 備及び  

燃料貯蔵 プール等 の冷却等 の機能喪 失の対処 に必要な 放射線計 測設備）  

重大事故 等  監視設備  監視パラ メータ  計測範囲  

燃料貯蔵 プール等
の冷却等 の機能喪

失  

燃料貯蔵 プール等 水位  
（超音波 式）  

燃料貯蔵 プール等 水位  
（超音波 式）  0 .6～ 16ｍ  

燃料貯蔵 プール等 水位  
（メジャ ー）  

燃料貯蔵 プール等 水位  
（メジャ ー）  2ｍ  

可搬型水温計 燃料貯蔵 プール等 温度  0～ 150℃  
可搬型燃料貯蔵プール水位計 燃料貯蔵 プール等 水位  0 .5～ 11.5ｍ  

燃料貯蔵 プール等 水位（広 域）  燃料貯蔵 プール等 水位  0 .2～ 11.5ｍ  
可搬型燃料貯蔵プール温度計 燃料貯蔵 プール等 温度  0～ 100℃  

可搬型代 替注水設 備流量計  注水流量  31 .9～ 572 ㎥／ｈ  

可搬型ス プレイ設 備流量計  スプレイ 流量  6～ 107 ㎥ ／ｈ  
ガンマ線 用サーベ イ  メータ  空間線量 率  0.0001～ 1,000mSv/h  

可搬型燃 料貯蔵プ ール空間 線量率計  空間線量 率  1mSv/h～ 1,000Sv/h  
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